
市民活動サポートセンター運営協議会 第７回団体支援部会報告書 

<開催日時> ２０２３年１月１２日 午後１時３０分～午後３時３０分 

<開催場所> 市民活動サポートセンター 

<出席者> 

団体支援部会：廣田委員、柿崎委員、森委員、田久保委員、斉藤委員 

市民協働課 ：矢田係長 市民大学校：大橋主査 

市民活動団体 ふなボノ：上原代表・中澤氏 

＜欠席者＞ ：(無)  

［配布資料］ 

１．第 6回団体支援部会報告書 ２．第 7回団体支援部会スケジュール表 

３．団体アンケート（最終案） ４．プロボノ検討まとめ 

５．他自治体へのプロボノ状況ヒアリングと上原氏 mtg ６．プロボノ松戸説明会資料 

<議事概要> 

１． プロボノの調査、設立の検討 

① “ふなボノ”：2018 年～船橋市で活動。一人ひとりの「好きなこと」を集めて掛け合わせ、

船橋への地域貢献へつなぐ。将来的には中間支援組織的なことも志向する 

② プロボノは活動団体へのサポートの形の一つであり、参加した団体にとっては有効的であり

効果性は高い。また参加したプロボノワーカーにとっても充実感・満足度は高い 

③ 半面、運営には結構な手間・スキル・コストがかかり、自治体が主体となって実施している

ところは、コスパの問題もあり、なかなか継続的に積みあがっていかない傾向にある 

④ “ふなボノ”からＧＲＡＮＴのプラットフォームを活用したやり方でスタートすることが 

呈示された（Team 型支援にこだわらず個人型支援でもマッチングして始められる） 

⑤ ＧＲＡＮＴにコーディネーター登録をすでにしている“ふなボノ”と行政/運営協議会とが

協働することによりどのようなメリットがあるのか具体的に検討を行う 

２． 市民大学との連携 

① 市民活動についての理解と活動に向けてカリキュラムを構成する 

・いきいき学部：共通講座に組み込むことが決定（10/4 水 市民文化ホール） 

・まちづくり学部：各カリキュラムの中でより意識的、効果的に実施 

② 修了生に対してアンケートを取り、現状の活動状況と情報提供を行う 

・対象：まちづくり学部 17期・18 期 修了生に対してアンケートを実施することが決定 

３． 参加団体サポート、スキルアップ 

① スキルアップ講座を年２回程度開催する（アンケートで団体のニーズを把握） 

実施に向けた大まかな内容と日程を次回検討する 

② 運営委員の理解向上のために行政（関係各所）との意見交換会の場を検討する 

４． 参加団体へのアンケート 

① アンケート内容の最終確認：団体名は記名してもらうこととする（今後の活用に向けて） 

② 参加約 430団体には、1/31 アンケート回答依頼、2月末回答〆切の予定 

添付のＱＲコード読み取り、電子申請システムで回答をしてもらう 

<次回開催予定>  令和 5年 2 月 9日（木）13：30～  

場所：市民活動サポートセンター 

部会報告作成担当者 

斉藤  次回田久保委員 

 


